
（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）

すでに単独特環から流域関連特環に編入している。面整備もほぼ完結しており新たな事業はほぼ
ない。経営については、過去の企業債の償還で厳しい状態であるが、今の経営状況のままで健全
な運営が行われているので抜本的な改革の必要性を感じない。

人口が減少していく状況であるので、さらなる経費の削減が必要。
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弥彦村 下水道事業 弥彦村下水道事業

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成28年3月31日現在）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性


